「神奈川県糖尿病対策推進会議」の設立について

神奈川県医師会理事　羽鳥　裕

１．設立
現在、糖尿病を世界の成人人口の約5～6％が抱えており、2025年には3億8, 000万人（2007年より64.7％増）に達すると予想されています。我が国でも40歳以上の3人に1 人が糖尿病または糖尿病予備群であることが、平成18年国民健康・栄養調査速報で発表されております。

このような状況を踏まえ、国際連合（国連）は、IDF（国際糖尿病連合：現在約150カ国が加盟）が要請してきた「糖尿病の全世界的脅威を認知する決議」を2006年12月20日に国連総会で採択しました。そしてインスリンを発見したフレデリック・バンティングの誕生日の11月14日を「世界糖尿病デー」に指定し、世界各地で糖尿病の予防、治療、療養を喚起する啓発の推進を呼びかけました。この決定を受けて、2007年11月14日は国連及び主要国で様々なイベントが開催され、我が国でも、（社）日本糖尿病学会、（社）日本糖尿病協会が中心となって、国民に呼びかけ活動の輪を広げております。

初の世界糖尿病デーを迎えた2007年11月14日、世界糖尿病デーの制定を記念し、 糖尿病の予防と治療に対する啓発のために、エンパイアステートビルやエッフェル塔、万里の長城など世界約180カ所が糖尿病啓発のシンボルカラーであるブルーにライトアップされました。日本でも東京タワーだけでなく通天閣をはじめとする全国20ヶ所以上の建造物がブルーにライトアップされ、各地で協力イベントや糖尿病の驚異を訴える講演会等が開催され、神奈川県においても鎌倉地区を中心に建造物をブルーにライトアップされました。こうしたことから、糖尿病の啓蒙、発症予防、合併症防止等の糖尿病対策をより一層推進し、県民の健康の増進と福祉の向上を図るため、2009年1月に神奈川県糖尿病対策推進会議（神奈川県医師会・神奈川県内科医学会・日本糖尿病学会（関東甲信越支部）・日本糖尿病協会（神奈川県支部）により構成）を設立しました。

今後、行政にも協力を依頼し、歯科医師会、薬剤師会、看護協会などにも会議に参画していただく予定です。
２．活動内容

　今年は、世界糖尿病デーにあたる11月14日が土曜日でもあるので､この日を神奈川糖尿病デーとし市民向け講演会、ブルーライトアップを開催するなどして、県民へ糖尿病対策の普及啓発に努めてまいります。主な活動内容は以下のとおり。
　（1）糖尿病対策推進のための環境整備

　　　ア　予備軍、要治療者の数値基準の検討、統一

　　　イ　指導マニュアル、治療マニュアルの検討、作成

　　　ウ　精度管理の検討

　（2）糖尿病の早期発見及び発症予防

　　　ア　検査項目の充実

　　　イ　健診受診者の増加

　　　ウ　予備軍に対する指導体制の整備

　　　エ　地域、職域、学校との連携

　（3）研修会の開催

　　　ア　医師をはじめとした医療従事者への研修会

　　　イ　地域における保健従事者への研修会

　　　ウ　産業保健等従事者への研修会

　（4）ネットワークの強化

　　　ア　かかりつけ医と専門医の連携（病診連携など）

　　　イ　かかりつけ医と市町村・保健所との連携

　　　ウ　産業医・学校医と市町村・保健所との連携

　　　エ　かかりつけ医と地区関係団体との連携

　（5）糖尿病予防のための普及啓発

　　　ア　肥満予防対策の推進

　　　イ　食育の推進

　　　ウ　運動の推進

　　　エ　その他、普及啓発活動

　（6）糖尿病患者及び支援ネットワークの構築

　　　ア　患者会等への活動支援

　　　イ　患者支援ネットワーク
３．問い合わせ
　　〒２３１－００３７

　　　横浜市中区富士見町３－１

　　　神奈川県糖尿病対策推進会議事務局（神奈川県医師会内）
        担当：地域保健課
　　　　電話：045－241-7000
　　　　FAX：045－241-1464

～　世界糖尿病デー in 神奈川　イベント　～

日時：平成21年11月14日（土）

内容：(1)　糖尿病対策に関する講演会（市民公開講座）

　　　(2)　ブルーライトアップ

[講演会]

　時間：14時～17時（予定）

　場所：日石横浜ホール

[ブルーライトアップ]

　時間：17時～22時（予定）

　場所：横浜マリンタワー　他

　○横浜マリンタワーがブルーに染まります。
